
交
通
事
故
が
ふ
え
て

い
る
折
、
こ
と

に
降
雪
時
の
混
雑
を
防
ぐ
た
め
市
で
は

降
雪
時
か
ら

3
片
宋
ま
で
、
交
通
の
も

っ
と
も
混
乱
す
る
国
道
三
ケ
地
内
に
、

二
ケ
所
の
交
通
務
理
小
屋
を
設
け
、
交

通
事
故
防
止
と
交
通
の
円
滑
を
計
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
運
転
者
諸
氏
の
協

力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

こ
の
整
理
は
略
図
の
通
り

一一E

一
二
ケ
地
内
早
川
川
東
詰
め
か

E

ら
一

方
交
通
指
定
地
の
三
差

整

で

自

路
聞
の
約
一

キ
ロ
米
、
幅
三

暗

ま

・

五

t
六
米
の
道
路
で
大
型

巧

句

自
動
車
の
す
り
か
え
は
困
難

U

F
な
上
、

カ
1
プ
が
多
く
、
見

回

ド

透
し
が
悪
い
た
め
各
種
の
自

寸

冷

動
車
が
入
り
乱
れ
事
故
の
原

ar
一
:
，

因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一一一
-

こ
の
た
め
魚
卸
警
察
署
の

一一

指
導
と
市
内
運
輸
業
者
の
協

力
に
よ
り
交
通
事
故
を
な
く
し
、
ス

ム

ー
ス
な
交
通
に
し
よ
う
と
、
こ
の
区
間

交
互
に

3
分
間
停
車
し
て
桜
現
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
魚
津
署
が
調
べ

た
同
地
内
の
交

通
量
は
1
時
間
平
均
二
百
台
か
ら
ご
百

五
十
台
の
自
動
車
が
往
復
し
夕
方
の
5

時
半
か
ら

6
時
ま
で
が
も
っ
と
も
交
通

量
が
は
げ
し
く
1
分
間
平
均
三
台
か
ら

四
台
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
内
訳

は
、
小
型
自
動
軍
百
台
、
大
型
自
動
車

(ト

ラ
ッ
ク
含
む
)
六
十
台
、
三
輪
車

三
十
台
、
そ
の
附
パ
ス

、
二
輪
車
の
順

と
な
っ
て
い
る
。

毎年冬期間に発生しやすい各家庭

の給水管凍結や破裂などを防 ぐため

に次の点を御注意、下さい。

。給水管や、立ちあがり管などの露

出してし、る部分を布切れや 、ポロ

布で包み、わら縄で巻いて下さし、0

0急に気温が下ると予想される場合
には特に夜間はジヤ口から少量 〈

糸程度〉の7.Kを出しておいて下さ

O管が凍結して水が出なくなった場
合でも急に熱湯をかけたりすると

管が被裂することがありますか

ら、ぬるま湯を徐々にかけて管を

温めて下さい。

。万一凍結した場合は水道課 (440

替〉へお知らせ下さし、。

人口のうごき

出生 66人

死亡 24人

婚姻 48件

同lE 婚 6件

発 行所

富山県魚津市役所
編集発行人 雛形尚美

(毎月 1日発行〉

林
道
奥
東
城
線

本
年
度
事
業
で
き
る

自
動
車
道
路
と
し
て
改
修
さ
れ
る
片

貝
地
区
東
城
地
内
に
お
い
て
、
昭
和
三

五
年
度
か
ら
、
森
林
組
合
営
で
施
工
し

て
き
た
林
道
奥
東
城
線
は
昨
年
末
で
工

事
費

一
一
、

O
F
U
O千
円
で
奥
東
城
部

落
か
ら
約
三
、

0
0
0
メ
ー
ト
ル
の
完

成
を
み
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
完
成
に

よ
っ
て
従
来
開
発
出
来
な
か
っ
た
問
材

一
五

.
0
0
0石、
薪
炭
材
三

O
、

0

0
0石
が
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
開
発

が
可
能
と
な
り
、
今
後
木
材
の
需
給
調

整
上
に
及
ど
す
影
響
大
き
い
も
の
と
し

て
大
い
に
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
林
道
は
、
引
続
き
三
七

年
度
五、

0
0
0
千
円
で
改
修
を
実
施

し、

奥
胞
森
川m
資
源
の
開
発
は
勿
論
、

予
ね
て
か
ら
産
業
交
通
道
路
と
し
て
、

欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
道
路
で
あ
り
、

地
域
住
民
か
ら
願
望
さ
れ
て
い
た
問
布

施
流
域
に
通
ず
る
山
間
横
断
道
路
と
し

て
も
ま
た
、
ま
こ
と
に
重
要
な
道
路
で

あ
り
ま
す
。
(
写
真
下
段
は
山
あ
い

を

ぬ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
興
東
城
林
道
)

魚 津 市 友道

中部印刷株式会社

(第185号)

水道管の凍結を

防ぎましょう

昭和37年 2月1日発行

雪が積ると除雪のため下水道のマ

ンホ ー/レを利用される姿が、あちこ

ちで見られますが、いま Lでも他の

市で、フ タをするのを忘れたため、

マンホー/レに蕗ちて苑亡したり、ヶ

ガを したことがたくさんありますか

ら絶対に許可なくしてマンホ ールの

フタをあけないでください。

マンホー fレの施設は下水道の汚水

を処理するもので、 除雪によって流

通を悪く し、非常時態が生ずる心配

がありますので使用 しないよう 是非

ご協

カ願
L、ま

す。

す
べ
て
申
告
制
度
に

t
実
施
は
本
年
4
月
か
ら

皆
さ
ん
に
関
係
の
深
い
住
民
税

(
市

方

法

が

採
用

さ

れ

た

。

し

前

年

中

の

所

得

が

給

与

所

得

(

県
民
税
U

が
、
昨
年
の
国
会
で
改
正
さ
ム
給
与
所
得
に
つ
い
て
は
、
所
得

控

給

料

、
賃
金
、
報
酬、

手
当
な
ど
)

れ
て
、
昭
和
三
十
七
年
度
か
ら
実
施
さ

除
額
が
一
万
円
増
額
さ
れ
た
。

だ
け
で
あ
っ
た
者
で
、
勤
め
先
か
ら

れ
ま
す
。

ム
非
課
税
と
さ
れ
て
い
る
障
害
者

、

市

役

所

へ

毎
年
2
月
末
日
ま
で
に
給

今
回
の
改
正
は
、
地
方
税
制
の
自
主

未

成
年
者
、
老
年
者
又
は
寡
婦
の

所

与

支

払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る

性
を
強
化
し
、
国
税
改
正
の
影

響

が

自

得

範
囲
が
十
三
万
円
か
ら
十
五
万
円

者

た

だ

し

、

給
与
所
得
者
で
、
給
与

動
的
に
地
方
税
に
及
ば
な
い
よ
う
に
す
に
引
上
げ
ら
れ
た
。

以
外
の
所
得
が
あ

っ
た
者
は
、

給
与

る
と
と
も
に
課
税
方
式
の
統
一
合
理
化

申
告
が
義
務
制
度
に
な
る
D

と
合
算
し
て
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り

を
は
か
る
こ

と
を
基
本
と

し
て
い
ま

今
回
の
改
正
で
最
も
重
要
な
こ
と

ま

せ

ん

。

す
の
今
ま
で
は
、
所
得
税
額
を
標
準
に

は、

住
民
税
の
申
告
が
義
務
制
度
に
な

ι
市
民
税
の
非
課
税
の
者

す
る
も
の
や
、
前
年
の
所
得
か
ら
基
礎

っ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
住
民
税
の
適

ω前
年
中
に
お
い
て
、
ま

っ
た
く

控
除
を
差
し
引
い
た
金
額
を
課
税
標
準

正
な
課
税
と
収
税
秩

序

の

確

立

を

は

か

所

得
の
な
か
っ
た
者

に
す
る
も
の
な
ど
五
と
お
り
の
課
税
方
る
た
め
に
、
従
来
の
申
告
制
度
を
幣
備

ω生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
者

式
が
あ
っ
て
、
こ
の
中
か
ら
、
市
町
村
強
化
さ
れ
た
も
の
で
す
口

ω障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年
者

の
実
情
に
応
じ
て
自
主
的
に
そ

の

一

つ

こ

の

申
告
書
の
提
出
義
務
の
あ
ろ
者

寡

婦

で

、
前
年
の
所
得
が
十
五
万

を
選
ん
で
実
施
し
て
い
た
の
で
、
住

民

は

円

以

下

の
者

の
税
負
担
に
不
均
衡
が
生
じ

て

い

ま

し

ム

毎
年

1
月
1
日
現
在
で
市
内
に
住

申

告
書
の
提
出
期
限
は、

3
月
別
日

た
。
こ
の
よ
う
な
不
合
却
な
点
を
改
め
所
を
有
す
る
者

ま
で
と
な
っ
て
お
り
申
告
を
し
な
い
と

る
た
め
に
、
こ

の
改
正
で
は
課
税
方
式
ム
前
年
度
に
お
い
て
所
得
の
あ
っ
た
い
ろ
ん
な
控
除
は
も
と
よ
り
、
非
課
税

を
、
次
の
ニ
つ
に
統
合

し

た

わ

け
で

者

の
取
扱
い
も
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
申
告

す
。

で
あ
り
す
す
。

用
紙
は

2
片
中
旬
頃
各
家
庭
に
お
届
け

ω
総
所
得
金
額
か
ら
各
種
の
所
得

た
だ
し
次
の
各
事
項
に
該
当
す
る
者
し
ま
す
か
ら
、
必
ず
申
告
を
し
て
下
さ

控
除
を
し
た
金
柑
を
課
税
制
時
準
と
す
は
申
告
の
義
務
が

あ

り

ま

せ

ん

。

ぃ

。

る
方
法

l
l
1
1
I
l
l
i
-
-
-
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
I
l
-
-

ω
総
所
得
金
額
か
ら
基
礎
控
除
の
一

--w
・

l
-ト
:

・

み
を
し
た
金
額
を
課
税
標
準
と
す
る

一

交

通

事

故

を

な

く

す

る

回

方

法

一

本
市
で
は
、

全
国
の
市
町
村
の
八
割
一

l

毎

月

叩

日

ー

が
採
用
し
て
い
る

ωの
方
式
に
よ
る
こ

一

と
に
な
っ
て
、
税
負
担
は
従
来
と
か
わ

一

昨
年
は
、
交
通
事
故
天
国
と
い
う
く
所
や
危
険
な
所
の
街
頭
に
出
て
、
交

り
ま
せ
ん
。

一

ら
い
全
国
的
に
交
通
事
故
が
激
増
し

ま

通

事
故
か
ら
と

L
よ
り
や
こ
ど
も
を

次
に
県
民
税
で
は
、

改
正
前
は
、
配

一
し
た
。

守
っ
て
や
り
ま
し
ょ
う。

賦
方
式
に
よ
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
人

一

そ
こ
で
、

富
山
県
で
は
、
ケ

タ
は
ず
三
、

交
通
の
さ
ま
た
げ
と
な

っ
て
い
る

の
居
住
す
る
市
町
村
が
異
る
こ
と
に
よ

一
れ
に
多
く
な

っ
た
交
通
事
故
の
防
止
と

も

の

や

道
路
の
危
険
な
所
な
ど
が
な

っ
て
、

そ
の
税
額
に
相
当
の
差
が
あ
り

一追
放
を
、
県
民
運
動
に
盛
り
あ
げ
よ
う

い
か
、
町
内
の
道
路
守
巡
回
し
て
道

ま
し
た
が
、
課
税
方
式
の
統
一
と
法
定

一
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
か
ら
毎
月
叩
日

路
を
広
く
き
れ
い

に
使
号
よ
う
に
し

税
率
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
に
、

一

県
内
で
あ
れ
ば
、
そ
の
負
…制
す
る
税
額

一
を
交
通
事
故
を
な
く
す
る

H
に
き

め

ま

ま

し
ょ
う
口

が
変
ら
な
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一

し
た
。

。

降
皆
吉
期
の
交

こ
れ
に
よ
り
、
昭
和
三
十
七
年
度
か

一

こ
の
目
、
瞥
察
は
全
警
察
力
を
焦
中
通
事
故
を
ふ
せ

ら
は
、
市
は

ωの
方
式
、
県
は、

ωの
一
し
ま
す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
も
、

つ

ぐ

た
め
に
、
つ

方
式
に
よ
っ
て
別
個
に
住
民
税
の
算
定

一
ぎ
の

こ
と
に

つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い

ぎ
の
こ

と
を
守

が
行
な
わ
れ
る
v

-

と
に
な
り
ま
す
。

一

し
立
す
。

り
ま
し
ょ
う
。

主
な
改
正
点

以
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
一
、
町
内
こ
と
に
、
交
通
部
を
設
け
て

O
運
転
者
は

八一
青
色
、
白
色
一
円
従
者
問
除
を
新
し

一
.

i

一

交
通
事
故
の
防
止
と
追
放
を
は
か
り

・
車
の
タ
イ

く
訟
け
た
。

一

ー

一

ま
し
ょ
う
コ

ヤ
に
は
テ

ム
普
通
祈
得
、
山
林
所
得
、
退
職
所

一

得
を
そ
れ
ぞ
れ
分
附
し
て
課
税
す
る

一
二
、
朝
夕
の
ラ
ッ

シ
ュ
時
や
こ

ど

も

の

エ

l

ン
を

こ
と
に
な
っ
た
。
山
林
小
川
得
に

つ
い
一

通
閤
通
学
時
に
、
町
内
の
ム
な
さ
ん

つ

け

る

こ

て
は
岬
得
税
土
問
機
に

五
分
五
乗
の

一

が
交
替
で
、
町
内
の
交
通
量
の

多

い

と

じ

富
山
県
二
級
建
築
士

費
験
準
備
講
習
会
開
催

し
日

時2パ
m
u
t
2片
幻
日

午
前

9
時

t
午
後

4
時

2
場

所魚
津
市
役
所
議
場

3
講
習
科
目

法
規
、
計
画
、
施
工
、
構
造

な
お
詳
細
は
市
役
所
建
設
課
建
築

係
へ
問
合
せ
下
さ
レ
c

マンホールの

あけ放しは危険

報

に
耐
久
消
費
材
は
生
活
丈
化
の
向
上

に
と
も
な

レ
急
速
に
設
置
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
応
設
器
具
に
つ
い

て、

そ
の
設
置
状
況
を
謂
査
し
ま
す
。

六
、
農
産
物
の
販
売
状
況
に
つ

い
て

一
隼
聞
の
主
な
販
売
先
を
調
査
し
ま

す
が
、
こ
れ
は
農
産
物
の
価
格
変
動

に
そ
な
え
て
、
そ
の
流
通
対
策
を
た

て
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

七
、
最
高
物
の
収
穫
面
積
、
及
び
収
穫

量
に

う
レ
て

な
お
調
査
の
方
法
は
調
査
員
が
訪
問

し
、
聞
き
と
っ
て
調
査
票
に
記
入
す
る

こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
趣

旨
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
し
て
面
倒
で

も
あ
り
の
ま
ま
お
答
え
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

調
査
票
は
統
計
以
外
に
も
ち
い
て
は

た
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
申

告
し
た

こ
と
が
ら
を
徴
税
目
的
な
ど
に

利
用
す
る
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す
か
ら
安
心
し
て
正
し
い
調
査
に
.こ

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

え
ま
っ
フ
ミ
む

-
始
業
点
検
を
励
行
す
る
こ
と
。

・
寒
レ
か
ら
と
い
っ
て
、

炭
火
を
運

転
台
に
ス
、
れ
な
い
こ
と
。

-
氷
の
は
っ
た
路
面
で
は
徐
行
を
す

7
Q
』
」

L」
0

.
オ
ー
ト

バ
イ
の
運
転
は
な
る
べ
く

さ
け
る
こ
と
。

。
歩
行
者
は

・
雪
道
を
歩
く
と
き
は
、
右
側
を
タ

テ
に

一
列
に
歩
く
こ
と
。

・
車
の
す
れ
ち
が
い
の
と
き
は
道
路

の
右
は
し
に
よ
り
、
な
お
危
険
な

と
き
は
思
い
き
っ
て
雪
の
中

へ
入

っ
て
さ
け
る
こ
と
。

。

一
般
家
庭
は

・
車
や
歩
行
者
が
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
交

通
で
き
る
よ
う
家
の
前
を
除
雪
す

る
こ
と
。

-
屋
根
の
雪
お
ろ
し
を
す
る
さ
い
は

道
路
を
通
行
す
る
車
や
歩
行
者
に

注
意
す
る
こ
と
。

広

，
ぇ
、
ν

基
本
調
査

2
月

1
日
現
在
で

ν、
r
、，J

市

ー しな題農 最 すで 業 す 県
ま屈 とよ で最 、す く人 構学ど分に の 従 、調た調な 家近 が、こ 基ベで農
す、な る農近農 9調口造しの類加世来世査 u査 ど所の 、す れ 本ては葉
。日つ 人莱経業 査 のにたよ口 え帯か帯内 がを得経さでは調の 2基
躍 て手人済 雇 す 突 大りう農て 数 ら員 容 行解の 済きに毎 査 「月 本
別し、 不口成用 λ 態き しな 家 ト)や のに な明問成にご 年が農 l調
にる足の 長 に ごななて方子 兼最年つ わす 題長農存行行 家日 査
そかは他の つ ?ど影い面 弟築家令 い れるやの禁じなな 」現 が
のをど 産伸 い とに響るにの最人別 て るた、 仲基 のつわ を在行
状 、の築展て につをか就学 家 口、 . こめ農 展 木こてれ 対。でな
況年よへに ない与な 業校 のの 就 とに 業 な法といま 象県わ
を雇 うのよ ってえどし 卒性 移 業 に こ人どのと ν すと 内れ
調、な椛る てもる 最た業格動状 なの口に制 思る。しにま
査季状 Ifl，影 い 詳農実り後的状態 りょのよ 定 い調 てあす
し節態に響 まし 業 の 進 、な 況別 まう問り、ま 査農 る。

-~一一~-ー)一一一rー~....--ーへ.-.....---~../ーJつ 五 四 三

選挙有権者数 28.508人 i24事室言葉会長会22ミ読第一
内用査頭用か 畜 重地図料 ←)な 地用
容 機 し羽畜ら家点の 伺の 畜どの JW.
別械ま数の のきを 団 経確 産 を種に
台 耐す別ー現んお地 営保 の調類つ
数久 。最年在にい 、の 状振 貸別 い
を 消 家間 飼って 及合況興し聞て
中費 状 の 養 い調び理伺にま積
心財 況移題て 査 田化耕と ι
とに に動数 しのに 地もす田
しつ つ状に ま枚 とのな がの
、い い況加 す 数 も移う、利
特 て て、え 。なな動 自特用
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( 2) 

あ
ぜ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
で

節

減

と

増

収

労

力

(州問9月13円)
鰐3td!掛1ぞ物認可

今
や
提
業

の
機
械
化
に
と
も
な
い
、

従
来
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
な
か
っ
た

コ

ン
ク
リ
ー
ト
酔
畔
事
業
が
急
速
に
仰
び

て
き
た
の
は
上
か
ら
の
積
回
的
な
奨
励

に
よ
る
も
の

で
な
く
、
専
ら
農
家
の
熱

意
に
よ

っ
て
盛
り
上
っ
て
き
た
ホ
の
で

あ
っ

て
、
低
利
な
融
資
を
受
け
て
も
労

力
の
節
減
と
、
増
歩
等
に
よ
る
増
障
に

よ
っ
て
、
融
資
を
償
う
以
上
の
効
果
が

あ
り
、
又
コ
ン

ク
リ
ー
ト
畦
畔
に
よ
っ

て
な
る
べ
く
手
数
の
か
か
ら
ぬ
よ
う
に

終
備
し
節
減
し
た
労
力
は
、
最
外
勤
務

や
、
有
畜
営
践
に
向
け
所
得
増
加
へ
の

足
が
か
り
と
す
る
た
め

.
小
川
寺
土
地

改
良
区
で
は
本
年
皮
よ
り
四

ヶ
年
継
続

で
畦
畔
づ
く
り
に
懸
命
で
す。

こ
こ
で
は
、
田
ん
ぼ
へ
直
接
型
ワ
ク

を
組
ん
で
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
流
し
込
む

H

現
場
う
ち
H

と
コ

ン
ク
リ
ー

ト
プ
ロ

ッ
ク
を
稲
の
刈
取
後
に
並
べ

て
い
く
H

ふ
せ
込
み
H

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

事
業
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ム
施
行
面
積
六
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
(
六
二
町
)

(
延
長
に
し
て
三
五
、
八
六
回
米
)

ム
事
業
費

一

七

、
五
四
六
千
円

ハ
本
年
度
一一、

八
四

O
千
円
)

ム
融
資
額

一
四
、

二
四

O
千
円

(本
年
度
一一
、
ニ
七

O
千
円
)

ム
事
業
年
度

三
六
、
三
七、

三
八
、

報広市津魚昭和37年 2月 1日発行

の

九
年
度
の
四
ヶ

年

A
資
金
起
用

事
業
資
金
は
農
林
漁
業
合
融
公
庫
か

ら
融
資
化
受
け
、
事
業
費
の
八
割
を
年

三
分
五
庫
、
三
平
据
置
き
の
こ
九
ヶ
年

償
還
と
な
っ
て

い
ま
す
。

一
0
ア
ー
ル

(
一
反
〉
当
た
り
の
事

業
費
は

二
八
千
円
か
か
り
ま
す
が
労
力

節
減
と
増
歩
に
よ
る
増
産
、
出切
境
改
普

に
よ
る
増
産
効
果
に
よ
っ
て
、川
崎
林
漁

業
資
金
の
償
還
は
充
分
ま
か
な
え
る
e

」

と
に
な
り
ま
す
d

畦
畔
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
化
に
よ
る
効

果
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
あ
り
ま

す
。
ーい
端
歩
に
よ
る
明
収

2
雌
塗
り
、
草
刈
り
、
水
凶
り
な
ど
管

理
分
力
の
節
減
、
畦
塗
り
時
期
の
過

重
労
働
の
解
消
が
主
で
あ
っ
て
、
そ

の
ほ
か
、
野
ネ
ズ
ミ
、
ケ
ラ
な
ど
の

被
害
防
止
の
農
薬
代
の
節
減
、
モ
グ

ラ
に
よ
る
水
漏
、
畦
な
お
し
の
労
力

の
不
要
、
肥
料
の
流
失
防
止
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

現
ん
仕
本
年
度
計
画
の
六

η
%
で
き
あ

が
っ
て
お
り
幸
い
好
天
候
に
恵
ま
れ
平

く
完
成
し
そ
う
だ
と

張
切
っ

て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
東
山
、
片
貝
土
地
改
良

区
も
工
事
中
で
す
。

な
お
詳
し
い
こ
と
は
市
農
林
課
へ
お

尋
ね
下
さ
い
。

す
の
で
必
ら
ず
月
末
ま
で
に
完
備
し
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
書
類
及
び
手
続
き
は
複
雑
で

す
か
ら
市
農
業
委
員
会

へ
ご
相
談
く
だ

E
-

、O

J
C

B
V
 農

業
セ
ン
タ
ー

設
備
充
実
に

米
一
升
運
動
み
の
る

米
一

升
運
動
に
よ
り
農
業
セ
ン
タ
ー

の
設
備
充
実
に
関
係
農
家
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
多
額
の
寄
附
を
仰
ぎ
ま
し
た

こ
と
は
誠
に
感
謝
に
耐
え
ま
せ
ん
。

こ
の
寄
附
金
女
有
効
適
切
に
使
う
に

あ
た
っ
て
、

去
る
1
月
げ
日
農
業
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
に
諮
り、

農
業
振
興

及
び
農
業
技
術
の
向
上
に
つ
と
め
る
た

め
農
業
図
書
の
購
入
、
視
聴
覚
用
と
し

て
8
ミ
リ
撮
影
機
、
映
写
機
、
テ
ー
プ

レ
コ

1

〆
1
、
暗
幕
等
諮
入
す
る
こ
と

に
決
ま
り
ま
し
た
。

農
協
別
の
寄
附
金
額
は
次
の
と
お
り

で
す
。
下
中
島
農
協

上
中
島
。

松

倉
グ

上
野
方
。

二一一

、

0
0
0円

二
五
、

一
九
八
円

三

O
、
0
0
0円

ニ
O
、
八
二

五
円

確定申告の早わかりは短波放送で
このたび国税庁で・は日本短被放送を利用し
て 「確定申告平わかり」を連続放送すること
になり ました。これは主として青色申告書を
対象に所得税確定申告の書会方や帳簿の締切
りなどについて、わかりやすくj将説されます
のでこれから青色申告をなさろうとする方は
せいぜい聴取頂きたし、と思し、ますo
なお・政送要領は次のとおりですo

言己
1.講座名
短波税金相殺室「雌定申告年わかり」
2.利用電波
U本短波放送
3.925、9.595

各MC
6.055、3.945
3.放送期間
昭和37.2.1一昭和37.3.10
ただし火木土曜日のみ

4.放送時間
午後 8 時30分から 1 ~分間
5.その他
講座の h~i f!;lJ と して講本が作製されます。
希望者送料20円切手を同封の上 「東京都
港区赤坂田町七の三日本短波肱送税金柑

魚津税務署 談窓」へ申込みください。

源泉徴収税額の還付をうけようとされる方へ
ム所得税の確定申告書の提出期間は、 2)9 16日から 3月15日までですが、源泉徴
収税額の還付を受けようとされる方は、なるべく 早めに Lできれば2月20日ご
ろまでに〉お出し下さし、。

ム税金の還付は、 正しい確定申告書を早く提出主れた方から|順次支払いたします
が、3nになってお出しになると、税務署の事務がふくそういたしますので、
その支払が4Ji以降となる場合があります。
ム確定申告書を記載される際は、特に次の諸点にご注意、下さし、。
1.住所、氏名などは詳しくはっきりと書いて下さい。
2.家族名義の配当所得金額を申告者の所得金額に合算しないようにして下さい
3.配当金が、いつの年の所得になるかの判断は、配当金を受け取った年[]Ilに
よらず、配当金の支払が確定した年月日によるのですから、泊年分のものを
申告しないよ う、はっきり確めてから記入して下さし、。

ム医療費の明細、生命保険料の支払明細(ー契約の支払保険料が9，000円以上の
場合は証明書添付〉配当金の明細、源泉徴収票等の添付、または記載もれがな
L、か確めてから提出して下さし、。
ム勤務先等を納税地とLて確定申告書を提出しますと、還付金の支払が遅れます
から、必ず住所地を納税地と した確定申告書を提出して下さし・。
@1.還付・金の支払は、申告書の請求額に基き特別に早くお返しす るようにします
が、あとで税務署の調査によって追徴税額が生 じたときは、 必ず納税告知書
に記載してある期限までに納付 して下さし、。
2.今度上部を赤色で表示した申告書をお届けしたのは、前年源泉還付の申告書
を提出された方を対象と したものですから、本年源泉還付の該当がない場合
は提出を喪しません。
なお、 おわかりにならない点がありま したら、
税務署へご相談下さい。

一
八
、
ニ

O
O円

二
五
、

0
0
0円

一
一
一
一
、
一
五

O
円

ニ
O
、
0
0
0
円

一
四
、
六

O
O円

二
一
、

0
0
0円

三
O
、
0
0
0円

二
四
八
、
九
七
三
円

下
野
方
。

片

貝
。

加

積
グ

道

下

。

経

由
。

天

神
h
q

西
布
施
。

…
国

一
民

……年

一
金

……

。
国
民
年
金
の
う
ち
、
無
拠
出
の
福
祉

年
金

(
老
令
、
障
害
、
母
子
)
の
第

三
期
分
は
最
寄
の
郵
便
局
で
去
る

一

月
六
日
か
ら
支
払
っ
て
お
り
ま
す
。

未
受
給
の
方
は
早
く
受
給
し
て
く
だ

え
」
し
。

。
国
民
年
金
の
う
ち
、
拠
出
制
の
掛
金

に
貧
困
で
印
紙
の
買
え
な
レ
人
は
遠

慮
な
く
手
帳
と
印
鑑
持
参
の
上
社
会

福
祉
事
務
所
に
申
出
て
下
さ
い
。
免

除
申
請
の
手
続
き
を
と
り
ま
す
。

。
加
入
し
て
い
な
が
ら
、
掛
金
も
納
入

せ
ず
手
帳
を
持
ち
な
が
ら
放
つ
で
あ

る
人
は
、
住
所
移
動
と
か
、

任
意
加

入
だ
っ

た
が
、
や
め
る
と
か
、
い
ろ

い
ろ
ぞ
の
坦
由
を
申
出
て
下
さ
いγ
。

今

月

の

納

税

固
定
資
産
税

第

4
期

分

納
期

2
月間
ω
日
限
り

完
納
に
ご
協
力
下
き
い
。

2 2のナ 般ス姿 家すが に
け ;-1と 。ス平 市 が族 臼横 大 ￥ 
11 4玩;な キ 1体 みづ初り谷 市c:'
1:1 日 りお I 1:場 協られ ，L)ス ス 民わ
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l市 キ民 ケに学日 をスに 、会ス
選三 1ス ジあ 校 隈 楽 ロぎー 4 .七
手君1)学 キ ユた を 日 し lわ 米 日 7
1在中 校 I I つひに ん プ つ近 に l
大 学 大 ノレてらは でのてく 場
会 校 会はいき 大 い たいの 一
ス 次ま ー 谷 るめ ま雪

五 企 四まを(三在け二型 ーら ル)0 1<け
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